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創刊号

Ａ
会
長
：
毎
年
毎
年
寄
付
し

ろ
！
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
何

か
す
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
、
上

納
金
を
納
め
て
い
る
よ
う
に

思
う
の
で
す
が
、
ど
う
な
っ
て

い
る
ん
で
す
か
？

ガ
バ

ナ
ー

小
林
：
そ
う
思
わ
れ
る
の
も

仕
方
な
い
で
す
ね
。
皆
さ
ん

に
は
な
に
も
知
ら
さ
れ
て
い
な

い
の
で
す
か
ら
ね
ー
。

　

皆
さ
ん
が
国
際
協
会
の
会

費
を
納
め
て
い
ま
す
ね
。
こ

れ
は
、
国
際
協
会
の
運
営
費

な
ん
で
す
よ
。
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
へ
の
寄

付
は
、
国
際
協
会
の
事
業
費

と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｂ
会
長
：で
も
ね
、
ど
こ
で
ど

う
使
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
っ
た

く
分
か
っ
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
よ
！

ガ
バ

ナ
ー

小
林
：
そ
う
で
す
ね
！
私
も

昔
は
皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に

思
っ
て
い
ま
し
た
よ
。

Ｃ
会
長
：ど
う
な
ん
で
す
か
？

事
実
で
す
か
？

ガ
バ

ナ
ー

小
林
：
い
え
い
え
、
全
く
違

い
ま
す
よ
。

　

国
連
が
、
あ
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
タ
イ
ム
ズ
に
、
世
界
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
寄
付
資
金
の

使
用
に
つ
い
て
、
ク
リ
ー
ン
度

を
調
査
さ
せ
た
ん
で
す
。

　

結
果
は
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
が
一
番

だ
っ
た
ん
で
す
よ
！
ち
な
み
に

ユ
ニ
セ
フ
は
２
０
位
だ
そ
う
で

す
。
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
寄
付
金
の
使

用
は
他
の
団
体
な
ど
と
異
な

り
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
奉
仕
に
使

わ
れ
て
い
る
ん
で
す
。

Ｄ
会
長
：
で
も
、
人
件
費
や

印
刷
費
、
ピ
ン
と
か
い
ろ
い
ろ

な
費
用
は
そ
こ
か
ら
使
っ
て
い

る
ん
で
し
ょ
う
？

ガ
バ

ナ
ー

小
林
：
い
い
え
、
一
切
使
っ

て
い
ま
せ
ん
よ
！

　

運
営
費
や
事
務
費
に
使
わ

れ
る
こ
と
は
有
り
ま
せ
ん
。

Ｅ
会
長
：Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
は
３
億
㌦
の

資
産
を
持
ち
、
２
億
９
千
万

㌦
が
投
資
に
回
さ
れ
て
い
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
！

ガ
バ

ナ
ー

小
林
：
良
く
ご
存
知
で
す

ね
！

　

も
う
少
し
深
く
知
っ
て
欲
し

か
っ
た
で
す
ね
！

　

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
Ｆ
は
Ｆ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
）

の
頭
文
字
で
、
基
金
の
意
味

で
す
よ
ね
！
資
産
で
は
な
く

基
金
な
ん
で
す
。
基
金
を
運

用
し
利
益
を
出
し
交
付
金
と

し
て
活
用
し
て
い
る
ん
で
す
。

　

ち
な
み
に
昨
年
度
は
、
寄

付
金
３
千
９
百
万
㌦
に
対
し

交
付
金

・
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

支
出
合
計
は
、
４
千
７
百
万

㌦
な
ん
で
す
。
従
っ
て
人
件

費
も
他
の
費
用
も
寄
付
金
に

は
、
一
切
手
を
つ
け
て
い
な
い

ん
で
す
！

Ｂ
会
長
：じ
ゃ
あ
、
実
際
に
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
る
ん

で
す
か
？

ガ
バ

ナ
ー

小
林
：
日
本
で
は
、
皆
さ
ん

ご
存
知
の
四
大
交
付
金
の
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
に
は
、
一

準
地
区
に
２
万
㌦
。

　

東
南
ア
ジ
ア
で
学
校
建
設

や
井
戸
掘
り
等
に
対
し
費
用

の
半
額
を
交
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
然
、
直
接
建
設
費
用

の
み
で
す
よ
！

　

東

日

本

大

震

災

で
は

２
１
７
４
万
㌦
以
上

・
熊
本

地
震
で
は
３
６
１
万
㌦
、
九

州
北
部
豪
雨
災
害
で
は
二
日

後
に
は
１
０
万
㌦
交
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

世
界
に
お
い
て
は
、
大
災
害

に
対
し
非
常
に
多
額
の
交
付

金
が
支
出
さ
れ
て
ま
す
。

　

い
ま
、
は
し
か
で
亡
く
な
る

子
供
が
毎
日
３
６
７
名
も
い
る

ん
で
す
よ
！
は
し
か
で
す
よ
！

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
は
今
年
度
３
８
０
万

人
に
予
防
接
種
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
に
１
億
５
千
万

人
に
予
防
接
種
を
行
い
、
そ

の
命
を
救
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
河
川
盲
目
症
に
は
、

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学

・
医
学
賞

を
受
賞
さ
れ
た
大
村
智
教
授

の
発
見
の
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
を

２
億
数
千
万
人
に
投
与
し
盲

目
か
ら
救
い
、
共
に
間
も
な

く
撲
滅
さ
れ
ま
す
。

Ａ
会
長
：
い
ま
ま
で
２
０
㌦
が

な
ぜ
今
年
度
１
０
０
㌦
に
な
っ

た
ん
で
す
か
？

Ｅ
会
長
：
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
が
５
０
周
年

だ
か
ら
で
す
か
？

ガ
バ

ナ
ー

小
林
：
い
や
。
１
０
０
㌦
に

す
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
に
Ｌ

Ｃ
Ｉ
Ｆ
っ
て
な
に
？
と
関
心
を

持
っ
て
頂
き
た
か
っ
た
の
で
す
。

　

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
寄
付
は
本
来
個
人

の
気
持
ち
で
す
る
も
の
で
す
。

現
状
は
事
業
費
か
ら
の
支
出

で
、
メ
ン
バ
ー
が
寄
付
を
し
て

い
る
と
の
意
識
が
殆
ど
無
く
、

も
っ
た
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
個
人
が
出
す
こ
と
に
よ

り
、
寄
付
し
て
い
る
こ
と
が
意

識
付
け
ら
れ
る
と
同
時
に
、

百
人
の
命
を
救
っ
て
い
る
ん
だ

等
、
心
中
胸
を
張
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
が
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
ス

テ
ー
タ
ス
と
同
時
に
プ
ラ
イ
ド
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で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
た
、
世
界
中
で
大
災
害

が
頻
発
し
、
そ
こ
に
多
く
の

交
付
金
が
支
出
さ
れ
、
従
来

の
交
付
金
が
先
細
り
に
な
っ
て

い
く
心
配
が
あ
る
の
で
す
。

　
『
１
０
０
㌦
へ
の
価
値
観
は
人

に
よ
り
違
い
ま
す
。

　

し
か
し
１
年
に
一
回
だ
け
美

味
し
い
食
事
を
辛
抱
す
る
、

月
に
二
回
だ
け
コ
ー
ヒ
ー
を

我
慢
す
れ
ば
で
る
お
金
で
す
。

　

あ
と
は
皆
様
や
ク
ラ
ブ
の
お

考
え
に
任
せ
ま
す
。
』

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
モ
ッ

ト
ー
ご
存
知
で
す
よ
ね
！

　

Ｗ
ｅ　

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ　

で
す
よ
！

第
１
回

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ

　

こ
ど
も
将
棋
大
会

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

街
頭
啓
発
活
動

薬
物
乱
用
防
止
教
室

第
１
回
献
血
事
業
報
告

暑
中
お
見
舞
い
葉
書

「
か
も
め
ー
る
」
寄
贈　

２
Ｒ
１
Ｚ

加
古
川
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

５
Ｒ
１
Ｚ 

ハ
リ
マ
新
宮
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

２
Ｒ
１
Ｚ 加

古
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

８
月
２
０
日(

日)　

於
：
加
古

川
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

加
古
川
市
、
高
砂
市
、
稲
美

町
、
播
磨
町
の
小
中
学
生
を

対
象
に
こ
ど
も
将
棋
大
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

Ａ
級
４
名
、
Ｂ
級
１
４
名
、
Ｃ

７
月
４
日
加
古
川
市
別
府

西
小
学
校
に
於
い
て
６
年
生

１
２
０
人
を
対
象
に
薬
物
乱

用
防
止
教
室
を
Ｌ
稲
田
Ｌ
住

田
２
名
の
講
師
に
よ
り
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
、
本
年
度
第
１
回

献
血
事
業
を
加
古
川
市
役

所
前
広
場
で
行
い
ま
し
た
。 

級
９
６
名
の
合
計
１
１
４
名
が

参
加
さ
れ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・

神
戸
新
聞
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に

も
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

７
月
３
日
Ｊ
Ｒ
播
磨
新
宮
駅

前
に
て
保
護
司
会
と
婦
人

会
、
ハ
リ
マ
新
宮
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
街
頭
啓

発
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

学
生
を
対
象
に
声
掛
け
を

し
、
記
念
品
と
し
て
書
類
ケ
ー

ス
を
手
渡
し
ま
し
た
。

７
月
１
１
日　

新
宮
町
小
学

生
全
児
童
に
暑
中
お
見
舞
い

葉
書
「
か
も
め
ー
る
」
を
寄

贈
し
ま
し
た
。
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受
付
数
８
３
人

・
献
血
者

数
６
２
人

・
確
保
量
２
４
，

８
０
０
ｍ
ｌ

ブ
ラ
ジ
ル
・マ
リ
ン
ガ
市
へ
日

本
語
図
書
・
教
材
を
寄
贈

平
成
２
９
年
８
月
１
６
日
加
古

川
市
の
姉
妹
都
市
、
ブ
ラ
ジ

ル
・
マ
リ
ン
ガ
市
の
加
古
川

・

マ
リ
ン
ガ
外
国
語
セ
ン
タ
ー
へ

日
本
語
図
書

・
教
材
１
８
点

及
び
ア
イ
パ
ッ
ド
１
台
を
加
古

川
市
国
際
交
流
協
会
を
通
じ

て
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。 

７
月
１
８
日
過
去
に
寄
贈
し

た
植
栽

・
建
造
物
な
ど
現
状

把
握
と
整
備
事
業
と
し
て
ラ

イ
オ
ン
ズ
の
森
の
整
備
と
、
西

脇
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
時
計

台
付
近
の
整
備
と
青
少
年
健

全
育
成
健
全
広
告
塔
を
設
置

し
ま
し
た
。
周
辺
が
大
変
美

し
く
な
り
ま
し
た
。 

平
成
２
９
年
７
月
２
７
日

・

２
８
日　

９
時
～
１
７
時
。
Ｊ

Ｉ
Ｙ
Ｄ
認
定
講
師　

柴
咲
子
先

生
を
招
き
、
た
つ
の
市
立
半

田
小
学
校
の
先
生
を
中
心
に

校
内
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
。
た
つ
の
市
教
育
委
員
会

協
力
の
も
と
、
他
校
の
小
中

学
校
の
先
生
も
参
加
さ
れ
、

二
日
間
熱
心
に
受
講
さ
れ
ま

し
た
。
半
田
小
学
校
の
校
長

先
生
自
ら
も
聴
講
さ
れ
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
ラ
イ
フ
ス
キ

ル
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
感
銘
の

受
入
れ
期
間
７
月
２
５
日

（
火
）
～
８
月
８
日

（
火
）　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
Ｌ
岡
本
隆
史

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
の
来
日
学

生
Ｖ
ｅ
ｎ
ｌ
ａ　

Ａ
ｉ
ｌ
ａ
ｓ
ｍ
ａ
ｋ

ｉ
さ
ん
を
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

に
招
待
し
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
、
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー

の
山
小
屋
を
会
場
に
、
木
陰

で
時
折
吹
く
涼
風
が
心
地

良
い
手
作
り
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
。
日
本
語
会
話

も
上
手
な
Ｖ
ｅ
ｎ
ｌ
ａ　

Ａ
ｉ
ｌ
ａ

ｓ
ｍ
ａ
ｋ
ｉ
さ
ん
、
ク
ラ
ブ
メ
ン

バ
ー
や
地
元
西
脇
市
の
若
者

ら
と
も
和
気
あ
い
あ
い
と
会

話
も
弾
み
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

他
ク
ラ
ブ
の
方
々
１
０
０
名
を

目
標
に
集
ま
っ
て
、
親
し
く
お

話
が
で
き
る
機
会
を
持
ち
た
い

と
い
う
思
い
で
「
ワ
ン
ハ
ン
ド
レ
ッ

ド
交
歓
会
」
を
９
月
２
日

（
土
）

に
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
青
山
に
て
開
催

致
し
ま
し
た
。
親
ク
ラ
ブ
で
あ

る
姫
路
Ｌ
Ｃ
、
兄
弟
ク
ラ
ブ
で

あ
る
姫
路
鷺
城
Ｌ
Ｃ
、
龍
野
Ｌ

Ｃ
が
ス
ポ
ン
サ
ー
さ
せ
て
頂
い
た

山
崎
Ｌ
Ｃ
・
太
子
Ｌ
Ｃ
・
ハ
リ
マ

新
宮
Ｌ
Ｃ
・
揖
保
川
Ｌ
Ｃ
・
た

つ
の
赤
と
ん
ぼ
Ｌ
Ｃ
・
西
は
り
ま

Ｌ
Ｃ
さ
ん
に
声
を
掛
け
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
第
一
部
は
「
Ａ

Ｉ
が
創
る
未
来
に
つ
い
て
」
我
々

は
未
来
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
く
ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
な
の

で
と
い
う
意
味
を
込
め
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本
の
方
に
講
演
を
し
て
頂

き
、
第
二
部
は
Ｌ
井
戸
の
シ
ャ
ン

ソ
ン
や
Ｌ
新
福
の
歌
と
舞
を
楽

し
ま
せ
て
頂
き
な
が
ら
楽
し
い

夕
べ
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
交

歓
会
を
持
ち
た
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ご
参
加
下
さ
っ
た
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

７
月
２
０
日
県
立
西
脇
高
校

に
て
薬
物
乱
用
防
止
啓
発
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

薬
物
乱
用
防
止
啓
発
ビ
デ
オ

鑑
賞
と
、
当
ク
ラ
ブ
前
会
長

河
原
淳
医
師
に
よ
る
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。

７
月
２
２
日
西
脇
病
院
フ
ェ
ス

タ
に
て
、
西
脇
市
民
病
院
で

計
画
中
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（
い
ろ
ん

な
病
に
対
す
る
啓
発
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ

（
例
）
乳
が
ん
啓
発
ピ

ン
ク
な
ど
）
）
設
置
へ
の
資
金

援
助
の
為
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
各

会
員
持
ち
寄
り
、
当
日
に
備

え
準
備
万
端
、
大
勢
の
皆
さ

ん
に
お
買
い
上
げ
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
九
州
北
部
豪

雨
義
援
金
と
し
て
の
募
金
箱

を
設
置
し
、
募
金
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
森
の
整
備

校
内
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

夏
期
来
日
学
生
受
入
事
業

ワ
ン
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
交
歓
会

薬
物
乱
用
防
止
啓
発
講
演
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
開
催

３
Ｒ
２
Ｚ

西
脇
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

５
Ｒ
１
Ｚ

龍
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

全
校
生
８
８
６
名
熱
心
に
聴

講
、
学
校
よ
り
夏
休
み
前
で

も
あ
り
大
変
感
謝
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

辞
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

後
日
、
受
講
さ
れ
た
先
生
方

か
ら
、
学
校
で
の
実
践
体
験

報
告
を
発
表
し
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。
今
後
も
ラ
イ
フ

ス
キ
ル
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
拡
大

・
浸
透
す
る
活
動
を

続
け
ま
す
。
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２
０
１
７
年
７
月
２
７
日(

木
）

開
催

「
佐
用
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
ア
ユ
狩
り
大
会
」
に
鮎
の

寄
贈
を
致
し
ま
し
た
。

４
０
年
以
上
も
続
く
事
業
で

毎
年
心
待
ち
に
さ
れ
、
大
変

喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　

出
石
町
内
の
環
境
保
全
地

域
づ
く
り
活
動
グ
ル
ー
プ
「
環

境
ネ
ッ
ト
い
ず
し
」
が
主
催
の
、

町
内
を
流
れ
る
谷
山
川
で

「
谷
山
川
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
と

題
し
て
、
川
に
親
し
み
、
川

で
遊
ぶ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
協
力

を
致
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

「
生
き
も
の
さ
が
し
」
「
ク
レ
ソ

ン
取
り
」「
マ
ス
の
つ
か
み
取
り
」

「
い
か
だ
遊
び
」
な
ど
が
行
わ

れ
、
子
供
か
ら
ご
年
配
ま
で

多
く
の
方
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　

２
５
０
匹
の
マ
ス
を
出
石
Ｌ

Ｃ
よ
り
提
供
し
、
参
加
者
が

つ
か
み
と
っ
た
マ
ス
を
塩
焼
に

す
る
作
業
に
従
事
し
ま
し
た
。

女
性
部
か
ら
夏
野
菜
ス
ー
プ

を
提
供
し
て
頂
き
、
楽
し
い

昼
食
交
流
会
と
な
り
ま
し

た
。
身
近
で
自
然
に
親
し
め

る
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
い
う

の
は
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
子
供
た
ち
も
五

感
を
つ
か
っ
た
遊
び
で
さ
ぞ
か

し
楽
し
め
た
事
で
し
ょ
う
。

　

９
月
３
日

（
日
）
出
石
の

入
口
沿
道
、
室
見
台
に
連
な

る
桜
並
木

（
福
祉
ゾ
ー
ン
）

の
整
備
作
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
室
見
台
沿
道
で
は
、
今

か
ら
１
６
年
前
に
当
ク
ラ
ブ

事
業
で
桜
の
苗
木
１
２
０
本
の

植
樹
を
行
い
ま
し
た
が
、
毎

年
木
の
下
の
ま
わ
り
の
蔓
葉

を
刈
り
、
消
毒
、
施
肥
作
業

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
豊
岡
市
か
ら
指
定
管

理
運
営
を
受
諾
し
て
い
る
出

５
Ｒ
２
Ｚ
内
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
と
し
て
、
ち
く
さ
高
原
エ

リ
ア
内

（
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
森
）

に
ブ
ナ
３
０
本

・
コ
ナ
ラ
５
８

本
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

ア
ユ
狩
り
大
会

第
１
５
回

谷
山
川
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　
　
　
　

環
境
ネ
ッ
ト
出
石

『
あ
そ
ぼ
う　

ど
ろ
ん
こ

　
　
　
　
　

キ
ッ
ズ
２
０
１
７
』

開
催
運
営
に
協
力

出
石
室
見
台

　
　

桜
な
わ
て
整
備
作
業

５
Ｒ
２
Ｚ
内

　

合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

５
Ｒ
２
Ｚ

佐
用
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

４
Ｒ
１
Ｚ

出
石
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

石
明
治
館
周
辺
の
草
刈
り
と

も
み
じ
の
剪
定
も
し
、
ず
い
ぶ

ん
す
っ
き
り
い
た
し
ま
し
た
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
１
０
０

周
年
記
念
奉
仕
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

姫
路
大
手
前
Ｌ
Ｃ
５
０
周
年

記
念
事
業

「
姫
路
市
民
ラ
ジ
オ
体
操
の
集

い
」
協
賛

　

７
月
１
７
日

（
海
の
日
）
早

朝
さ
わ
や
か
な
風
を
感
じ
る

中
、
姫
路
城
を
見
上
げ
な
が

ら
「
姫
路
市
民
ラ
ジ
オ
体
操

の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
１
０
０
周
年
記
念
奉
仕
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
姫
路
大
手
前
Ｌ
Ｃ

５
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
賞
と
し
て
文
具
セ
ッ
ト

を
準
備
し
、
近
隣
の
小
学
校

や
新
聞
を
使
っ
て
地
域
の
皆

姫
路
市
民ラ

ジ
オ
体
操
の
集
い

１
Ｒ
１
Ｚ

姫
路
大
手
前
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

様
に
参
加
を
呼
び
掛
け
た
と

こ
ろ
小

・
中
学
生
を
含
め
姫

路
市
内
外
よ
り
約
２
，
０
０
０

人
の
方
が
参
加
下
さ
い
ま
し

た
。

　
「
あ
り
が
と
う
！
」
の
声
を

た
く
さ
ん
頂
き
、
地
域
の
皆

様
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
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姫
路
市
野
里
に
お
夏

・
清
十

郎
比
翼
塚
が
あ
り
、
毎
年
８

月
９
日
に
は
「
お
夏

・
清
十

郎
ま
つ
り
」
が
盛
大
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

「
お
夏

・
清
十
郎
」
は
姫
路

を
舞
台
に
豪
商
の
娘
の
「
お

夏
」
と
奉
公
人
の
「
清
十
郎
」

の
結
ば
れ
ぬ
恋
の
物
語
で
す
。

最
近
の
子
ど
も
達
は
、
地
元

の
有
名
な
こ
の
お
話
を
知
ら

ず
、
ま
た
地
域
の
人
達
の
記

憶
か
ら
も
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。

こ
の
事
を
危
惧
し
た
野
里
ま

ち
づ
く
り
の
会
と
県
立
姫
路

東
高
等
学
校
の
生
徒
に
よ
り

江
戸
時
代
の
悲
恋
「
お
夏

・

清
十
郎
」
の
紙
芝
居
を
制
作

さ
れ
ま
し
た
。

我
が
姫
路
大
手
前
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
も
高
校
生
手
作
り

の
紙
芝
居
を
よ
り
有
効
に
活

用
す
る
為
、
台
紙
や
木
製
木

箱
の
作
成
な
ど
協
力
致
し
ま

し
た
。

お
夏

・
清
十
郎

紙
芝
居
セ
ッ
ト
の
寄
贈

７
月
１
６
日

（
日
）
西
播
磨

リ
ト
ル
ソ
フ
ト
連
盟
の
１
８

チ
ー
ム
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。

成
績
に
お
い
て
、
今
年
は
地

域
の
中
で
も
小
規
模
校
の
河

内
小
が
、
準
優
勝
を
飾
っ
た

感
動
の
場
面
も
あ
っ
た
。

好
評
を
受
け
て
今
年
で
九
年

目
に
入
っ
た
論
語
セ
ミ
ナ
ー
。

昨
年
も
使
用
し
て
い
た
「
仮

名
論
語
」
に
加
え
、
「
図
解

論
語　

正
直
者
が
バ
カ
を
見

な
い
生
き
方

（
齋
藤
孝
著
）
」

を
テ
キ
ス
ト
に
学
ん
で
お
り
ま

す
。

好
評
を
受
け
て
今
年
で
九
年

目
に
入
っ
た
論
語
セ
ミ
ナ
ー
。

人
間
学
セ
ミ
ナ
ー
も
今
年
度

七
回
目
と
な
り
ま
す
。

昨
年
も
使
用
し
て
い
た
「
仮

名
論
語
」
に
加
え
、
「
図
解

論
語　

正
直
者
が
バ
カ
を
見

な
い
生
き
方

（
齋
藤
孝
著
）
」

を
テ
キ
ス
ト
に
学
ん
で
お
り
ま

す
。

後
半
の
講
義
は
、
憲
法
に
つ
い

て
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
十
二

月
ま
で
の
講
座
と
な
っ
て
い
ま

す
。

い
つ
か
ら
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
龍
野
商
工
会
議
所
の

Ｈ
Ｐ
や
本
誌
折
込
み
チ
ラ
シ

に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

揖
保
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
杯
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会

七
月

平
成
二
十
九
年　

論
語
に

学
ぶ
人
間
学
セ
ミ
ナ
ー

九
月

平
成
二
十
九
年　

論
語
に

学
ぶ
人
間
学
セ
ミ
ナ
ー

５
Ｒ
１
Ｚ揖

保
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

５
Ｒ
１
Ｚ西

は
り
ま
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

後
半
の
講
義
は
、
憲
法
に
つ
い

て
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
十
二

月
ま
で
の
講
座
と
な
っ
て
い
ま

す
。

編
集
後
記

　

本
年
度
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
小

林
寛
の
ご
方
針
に
よ
り
「
ふ
れ
あ

い　

か
わ
ら
版
」
を
発
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
当
初
の
予
定

よ
り
手
間
取
り
、
発
行
が
遅
れ
て

し
ま
い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

創
刊
号
と
し
ま
し
て
は
、
Ｌ
Ｃ
Ｉ

Ｆ
の
周
知
記
事
と
、
ご
報
告
い
た

だ
き
ま
し
た
、
７
月
に
ク
ラ
ブ
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
報
告
が
あ
っ
た
ク
ラ
ブ

だ
け
で
す
が
次
号
か
ら
は
さ
ら
に

内
容
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

次
号
は
各
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ

ン
や
地
区
委
員
長
、
そ
し
て
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

Ｉ
Ｔ
委
員
か
ら
の
記
事
そ
し
て
、

各
ク
ラ
ブ
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
報
告
・
予
告
だ
け

で
な
く
地
域
の
特
色
の
有
る
こ
と

や
、
広
く
知
っ
て
欲
し
い
事
な
ど
、

ど
し
ど
し
ご
報
告
下
さ
い
。
写
真

を
多
く
掲
載
ご
希
望
の
時
は
、
そ

の
旨
メ
ー
ル
頂
け
ま
し
た
ら
、
個

人
情
報
の
保
護
の
た
め
誌
面
で
は

お
伝
え
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

が
、
有
効
で
簡
単
な
方
法
の
ご
連

絡
を
い
た
し
ま
す
。

　

発
行
を
楽
し
み
に
し
て
お
待
ち

頂
け
る
誌
面
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
協
力
の
程
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ｉ
Ｔ
委
員
会


